
期間限定！
看護必要度データ精度チェック分析

　2025 年の超高齢社会を見据えた医療・介護の立て直し、選別、多様化が急速に進んでいます。
そのような環境下で、急性期病院の機能分化促進に向けて 7 対 1 をはじめとする入院基本料につい
て入院患者の重症度が注目され、同時に看護必要度データの制度的活用が 一気に加速しています。
　GHC では看護必要度データを DPC データと紐づけることによって、独自のアルゴリズムにより
看護必要度点数が適正に採点できているかデータ精度の検証を可能にしました。
　看護必要度データは、看護師の適正配置、病床機能分化、リハビリ効果測定、退院基準への活
用に繋がり、今後、実データ提出を検討する動きもあることから、データ精度の向上は欠かせま
せん。GHC では今年度限定で、データ精度チェックを今だけの特別価格でご提供いたします。ぜ
ひ改定情報に先駆けてお早めにご検討下さい。
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自病院の
立ち位置を確認！

データ精度を
検証・適正化 !


